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1.はじめに
　空洞共振器法は、マイクロ波帯において誘電体基
板の複素誘電率を非破壊かつ高精度に測定する方法
として知られている。以前、ミリ波帯において、比誘
電率 ε�が  !"#程度の低誘電率基板の複素誘電率を空
洞共振器法により測定している$"%$ %。本研究では、ミ
リ波空洞共振器を用いて、ε�が"#! &程度の高誘電率
基板の複素誘電率測定を行い、その有効性を実証し
たので報告する。
2.測定原理 $"%

　本測定では、図 "'�(に示す空洞共振器の用いて、
��#"��'�)"� �…(モードの共振周波数 �#および無負荷
�、��の測定値より、直径��'		(、長さ��'		(お
よび比導電率σ�をあらかじめ求めておく必要がある。
次に、図"'�(に示すように、厚さ �の誘電体基板をこ
の空洞の中央に装荷し、遮断 ��#	"モード誘電体円
板共振器を構成する。ε�は��#	"'	)"� �…(モードの
�#の測定値より、また、誘電正接 
��δは��の測定値
より、縁端効果まで考慮した厳密な値が求められる。
3.測定結果
　*種類の高誘電率誘電体基板（信光社製）の複素誘
電率を常温にて測定した。基板の寸法は、"#+"#'		 (

であり、��������基板の結晶軸は面に対して垂直な
�軸方向である。
　表"に常温での空洞共振器の寸法の測定結果を、表
 に誘電体基板の常温での測定結果を示す。ただし、
測定に使用したモードは ��#""モードである。
4.まとめ
　*種類の基板のε�はそれぞれ良く一致している。ま
た、��������平板の 
��δは誤差の範囲内で一致してい
る。この結果、高誘電率基板の複素誘電率測定にお
いて、本法の有効性を実証した。今回の測定では、試
料が厚いために、ミリ波帯での測定が行えなかった。
ミリ波帯で高誘電率基板の測定を行うためには、よ
り薄い基板が必要である。
　

図図図図図 �　測定に用いる共振器の構造図
�����������������������'�(  空洞共振器
�����������������������'�(���導体円筒遮断導波管内に
                誘電体平板を装荷した共振器
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表表表表表 �　高誘電率基板の測定結果 '������#""���
 &℃(

表表表表表 �　空洞共振器の寸法 '�
 #℃(
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